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今
回
は
、
認
定
こ
ど
も
園
品
川
区
立
五
反
田
保
育
園
の
奥
山
伸
園
長

先
生
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
五

反
田
保
育
園
は
、
区
立
御
成
橋

公
園
の
す
ぐ
近
く
五
反
田
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
保

育
園
で
す
。 

五
反
田
保
育
園
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い 

奥
山 

開
園
は
昭
和
51

年
７
月

で
す
。
今
年
で
42

年
目
に
な
り
ま
す
。
平
成
14

年
か
ら
夜
間
保
育
を

実
施
し
て
い
て
、
現
在
は
20

時
半
ま
で
開
園
し
て
い
ま
す
。
０
歳
児

か
ら
就
学
前
ま
で
の
園
児
が
133

名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
総
勢

42

名
で
す
。
当
園
の
特
徴
と
し
て
大
切
に
続
け
て
い
る
こ
と
は
五
反

田
保
育
園
ふ
れ
あ
い
デ
イ
ホ
ー
ム
と
の
交
流
で
す
。
こ
の
事
業
は
平

成
18

年
か
ら
福
栄
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
９
年
か
ら
続
い

て
い
る
事
業
で
、
隣
接
し
て
い
る
デ
イ
ホ
ー
ム
と
園
児
と
の
日
常
的

な
交
流
事
業
で
す
。
デ
イ
ホ
ー
ム
の
食
事
を
保
育
園
で
提
供
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
昼
食
と
お
や
つ
を
４
歳
児
と
５
歳
児
が
２
名
ず
つ

毎
日
お
邪
魔
し
て
一
緒
に
食
べ
て
い
る
ん
で
す
。
高
齢
者
の
方
に
も

好
評
で
す
し
、
園
児
に
と
っ
て
も
良
い
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

男
性
の
園
長
先
生
は
珍
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、
先
生
の
経
歴
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
保
育
士
免
許
も
お
持
ち
な
の
で
す
ね
。 

奥
山 

そ
う
で
す
ね
。
品
川
区
内
43

園
あ

る
う
ち
男
性
の
園
長
は
４
名
で
す
。
昭

和
59

年
７
月
に
入
区
し
て
ス
タ
ー
ト
は

東
品
川
保
育
園
で
こ
こ
が
６
園
目
に
な

り
ま
す
。
園
長
と
し
て
は
２
年
目
で

す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
田
区
羽
田
で

す
。
保
育
の
仕
事
を
志
し
た
の
は
、
高

校
卒
業
の
時
期
に
私
自
身
が
通
っ
て
い

た
保
育
園
の
園
長
先
生
だ
っ
た
方
か
ら

電
話
を
い
た
だ
き
、
男
性
に
も
保
育
の
仕
事
に
就
け
る
道
が
開
か
れ

て
い
る
と
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
。
ず
っ
と
子
ど
も
に
関

わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
迷
わ
ず
保
育
学
院
に

進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
保
育
士
で
は
な
く
保
母
と
呼
ば
れ
て

い
た
時
代
な
の
で
、
卒
業
時
の
免
許
状
は
保
母
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

現
在
は
保
育
士
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
け
ど
。 

園
長
先
生
こ
ん
に
ち
は
！

園
長
先
生
こ
ん
に
ち
は
！

園
長
先
生
こ
ん
に
ち
は
！   

二
十
二
十
二
十   

保
育
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

奥
山 

子
ど
も
が
将
来
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、
自
発
的

に
考
え
、
物
事
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
生
き

る
力
」
を
つ
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
一
人
一
人
が
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

い
う
気
持
ち
を
十
分
に
満
足
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
親
の
励
ま
し
や
温
か
い
見
守
り

を
感
じ
て
こ
そ
、
自
信
を
持
っ
て
一
歩
前
に
進
ん
で
い
け
る
と
思

う
の
で
、
ま
ず
ほ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
一
歩
前
進
す
る
原
動
力
に
な
る
ん
で

す
。
親
御
さ
ん
に
も
い
つ
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
当
園
で
は
運

動
会
に
万
国
旗
は
飾
ら
な
い
ん
で
す
。
代
わ
り
に
親
御
さ
ん
か
ら

一
人
一
人
へ
応
援
の
エ
ー
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら
い
そ

れ
を
飾
る
ん
で
す
。
教
室
に
も
飾
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ホ
ー
ム
の

高
齢
者
の
方
た
ち
も
書
い
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
よ
。 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

奥
山 

家
族
は
妻
と
長
男
長
女
の
４
人

で
す
。
若
い
こ
ろ
は
バ
イ
ク
が
趣
味

で
よ
く
ツ
ー
リ
ン
グ
に
も
行
っ
た
ん

で
す
が
、
最
近
は
ス
ク
ー
タ
ー
で
す

ね
。
そ
れ
で
も
富
士
山
く
ら
い
ま
で

は
ス
ク
ー
タ
ー
で
行
き
ま
す
よ
。 

編
集
委
員
の
一
言
感
想 

 

男
性
保
育
士
の
草
分
け
と
し
て
ご
苦

労
も
お
あ
り
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
明
る
さ
と
保
育
に

対
す
る
情
熱
を
お
持
ち
の
園
長
先
生
で
し
た
。
最
後
に
こ
の
仕
事

を
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
伺
っ
た
ら
、
「
子
ど
も
の
愛
ら
し
い
仕

草
や
言
葉
に
１
日
10

回
は
笑
顔
に
な
れ
る
し
癒
さ
れ
る
。
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
成
長
は
著
し
く
そ
れ
に
喜
び
を
感
じ
る
。
大
人

に
な
り
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
耳
に
す
る
こ
と
も
喜
び
で

す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
編
集
委
員 

服
部 
記
） 

 

五
反
田
保
育
園 

 

所
在
地
：
東
五
反
田
２-

15-

6 

電
話
：
３
４
４
５-
４
５
３
４ 

 

奥
山
園
長
先
生
は
４
月
１
日
付
で
大
井
倉
田
保
育
園
長
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。 

新
職
場
で
の
ご
活
躍
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。 

  笠原シェフを講師に「教養講座」を開催 
  

 

    

    

ご自由にお取りいただけるよう、多数

部回覧お願いいたします。 

地域で活躍するクラブやサークルの紹介記事を募集しています！ 

         

 

  デイホームとの交流 

2018.4.20発行 

五反田保育園 奥山園長 五反田保育園 広々とした園庭     

 ２月16日（金）大崎第一区民集会所で「町会自治会婦人部女性部・教養

講座」が開催され、約８０人が参加しました。この講座は、地域コミュニ

ティの育成を目的に、町会・自治会連合会が毎年主催しているものです。

今年度は、武蔵小山出身の人気和食料理人・笠原将弘さん（日本料理「賛

否両論」・オーナーシェフ）を講師に招き、講演と実演が行われました。 

 実演では「家庭でできる簡単な出汁の取

り方」として、鰹節と昆布を使った出汁の

取り方を伝授。失敗しない味付けの比率な

どを披露し、宮古市田老の「真崎わかめ」

を使ったお吸い物が参加者に振る舞われま

した。参加者からは、「出汁の味がきいて

いて、本当に美味しい」と喜びの声があ

がっていました。                   （事務局） 

  いちご狩りとマザー牧場 
 1月28日（日）大崎第一地区委員会主催のバスハイク

「親子で楽しむ！いちご狩りとマザー牧場」が行われ、地

区管内の99名の親子が参加しました。いちご狩りでは、

みずみずしい摘みたてのいちごをおいしそうに笑顔で食べ

ている親子の姿が見られました。お腹も気持ちも満たされ

た後はマザー牧場へ移動。都会を離れた大自然のなか、動

物のショーを見たり、ふれあ

いコーナーでモルモットやウ

サ ギ と ふ れ あ っ た り、バ ン

ジージャンプに挑戦したりと

寒さに負けず元気いっぱい遊

びました。       （事務局） 



３４９２－６１１９ 

 

中原カロム大会 

日時：5月30日（水） 15:30～17:00  

対象：小学生以上 

費用：なし  

定員：16名 

内容：毎月盛り上がりを見せる中原カロム

大会！今年度最初のチャンピオンは誰だ？        

初心者大歓迎！ 

 

※事前の申し込みが必要です。 

※詳細は児童センターにお問い合わせ下さ

い。 

３４４３－１６２９ 

 

ちびっこあそびタイム 

日時：５月７日(月)･１９日(土)  

   10:00～11:30 

対象：乳幼児親子 

定員：なし 

費用：無料  

内容：ボールプールなどいつもと違うスペシャル

な遊具で遊びます。パパの参加も大歓迎です。身

体を動かして、みんなで楽しく遊びましょう。 

 

にこにこたいむ 

日時：５月２５日（金） 13:30～14:30 

対象：０歳児（H29.4.2生まれ以降）親子 

定員：先着１５組 

費用：無料 

講師：石川睦子さん（認定子育てアドバイザー） 

内容：親子のふれあい遊びやうた遊び、絵本の紹

介など子育てのヒントが盛りだくさんです。 

３７８６－２２２８ 

   

抱っこボランティア養成講座 

日 時：5月23日(水) 10:30～11:30 

対 象：地域の方々 

内 容：保育の基礎講座。6月6日(水)からス
タートする「親育ちワークショップ」で、参加者
のお子さんの保育をお願いいたします。 

定 員：なし(事前申込み制) 

参加費：無料 

 

親育ちワークショップ 

日 程：6月6日(水)・13日(水)・20日(水) 

    27日(水)・7月4日(水) 全5回 

対 象：0歳児親子（第1子） 

時 間：10:30～11:45 

内 容：同じ年齢の子どもをもつママ同士で子育
ての悩みを話したり、情報交換をします。参加中
は、地域の抱っこボランティアがお子さんの保育
をいたします。 

定 員：10組（参加費無料） 

申込み：平塚児童センター受付、またはお電話で
お申し込みください。5月1日（火）より受付開
始。  

中原児童センター 平塚児童センター 

かむろ坂の桜の木のワークショップと植樹式 

 桜の賑わいも一段落した目黒

川で昨夏8月の早朝、ハゼ釣りに

チャレンジしました。夏になる

と六郷土手でハゼ釣りをし、その釣趣に胸を躍らせるのが極私的な楽

しみであり、昨年4月に日野学園へ赴任した際に、御成橋公園の脇に

ある『目黒川で釣れる魚』案内板にハゼの文字を目にし、これはぜひ

とも！と思ったのが前途のチャレンジであります。このチャレンジは

見事に玉砕したため、腕を磨き今夏のリベンジへと続きます。 

                 （日野学園副校長 鈴木 潤） 

 警察庁の発表によれば、昨年

の全国の特殊詐欺被害は金額

では微減しましたが、件数で

は30％近く増えています。なかでも東京都は残念ながら件数、金額

ともに増加しており、この品川区でも詐欺電話が多くなっているよう

です。そしてその被害に遭った人の72％は65歳以上の高齢者だそう

です。詐欺の手口はますます巧妙になってきていますので、どうか皆

様くれぐれもお気をつけください。      （編集長 久保田） 

一寸一服 

 編集後記 

 
 桜

貝
波
の
し
ぶ
き
に
冴
え
返
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
五
反
田
三
丁
目 

斎
藤 

み
ゆ
き 

ロ
ボ
ッ
ト
の
介
護
が
頼
り
十
年
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
五
反
田
四
丁
目  

飯
田 

芳
郎 

立
ち
読
み
で
世
間
の
風
は
仕
入
れ
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
五
反
田
五
丁
目 

山
本 

満
江  

父
母
よ
わ
れ
健
や
か
に
米
寿
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
五
反
田
八
丁
目  

内
山 

廣 

老
二
人
趣
味
に
生
き
が
い
家
は
空 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 

荏
原
三
丁
目 

    

萩
原 

重
布 

 
 

世
の
流
れ
言
葉
ひ
と
つ
で
逆
風
に 

 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 

中
延
四
丁
目 

 
 

薄
井 

儀
広 

居
り
も
せ
ぬ
孫
か
ら
金
を
無
心
さ
れ 

                            

西
五
反
田
六
丁
目 

久
保
田 

公
二 

俳
句
・短
歌
・川
柳 

東五反田児童センター 

  

地域の方が協力し意見を出し合って「はなぐるま」を作成しております。ご意見・ご感想や投稿などお気軽にお寄せください。編集委員

も随時募集中です！一緒に紙面作りをしませんか？ 

 春には桜のトンネルが美しいかむろ坂ですが、老朽化した木を伐採することになりました。 

品川区から「伐採した木の再利用」の提案を受けた第四日野小学校では児童、保護者に木の活用についてアン

ケートをとりました。色々と面白い案が出た結果、木とふれあうことが出来る

ようワークショップを企画、展覧会の日に1～6年生の縦割り班で看板を製作し

ました。更に保護者ボランティアの指導で5・6年生が桜の皮を使った染物を作

りました。また、地域センターと区の道路課に相談し、近隣の町会長さんと6年生とで坂の伐採跡に若木

の植樹式を行いました。区からは児童全員に伐採した桜の木から作ったストラップと定規が贈られまし

た。子どもたちの成長と共に、若い桜の木を地域で見守っていけたらと思います。  （編集委員 清水） 


